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照会業務資格者一覧表（輸出関連業務）
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業務
コード

業務名

航
空
会
社

保
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蔵
置
場

通
関
業

航
空
代
理
店

機
用
品
業

混
載
業

輸
出
入
者

汎
用
申
請
者

IGS 輸出貨物情報照会 ○ ○ ○ ○ ○ ○

IEX 輸出申告等照会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

IES 輸出申告等一覧照会 ○ ○

IEU 別送品輸出申告照会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

IUE 別送品輸出申告一覧照会 ○ ○

IMO 輸出自動車情報照会 ○

IFT 輸出便情報照会 ○

FSI フライトスケジュール照会 ○

IUS ULD積付状況照会 ○ ○ ○ ○ ○

IWH 保税蔵置場在庫状況照会(輸出) ○ ○

IMA 混載貨物仕立状況照会 ○ ○ ○ ○

IIC 混載貨物状況照会 ○



照会業務
（輸出関連業務）
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照会業務（輸出関連）について

 IGS業務 輸出貨物情報照会
 ＡＷＢ（ＨＡＷＢ）、ＭＡＷＢまたは未ラベル貨物について、個数、重量、
仕向地等の主要項目、並びに通関状況、保税蔵置場への搬出入状
況、ＵＬＤへの積付け状況及び搭載状況等を照会する。
また、指定情報を入力することにより、当該貨物の概要情報、詳細情
報を個別に照会することができる。
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ＩＧＳ（輸出貨物情報照会）入力画面

照会結果は次頁を参照

ＡＷＢ、ＨＡＷＢ、ＭＡＷＢまたは未ラベル番号を入力

スペース： 概要情報
ＳＭＲＹ： 概要情報
ＥＮＴＳ： 搬入伝票情報
ＢＮＤＩ： 搬入情報
ＢＮＤＯ： 搬出情報
ＢＯＮＤ： 蔵置情報
ＡＬＢＮ： 保税蔵置場情報
ＣＵＳＴ： 税関手続情報
ＰＯＲＴ： 空港情報
ＦＬＩＴ： 搭載情報
ＢＬＤＵ： ＵＬＤ積付情報
ＥＤＮＯ： システム外許可・承認番号情報
ＫＡＲＩ： 仮陸揚情報
ＨＩＳＴ： 履歴情報

（１）指定情報が「ＦＬＩＴ」（搭載情報）の場合は入力
（２）指定情報が「ＫＡＲＩ」（仮陸揚情報）で仮陸揚情報

の一般貨物を照会したい場合は入力

指定情報が下記の場合は保税蔵置場を入力
「ＢＮＤＩ」（搬入情報）
「ＢＮＤＯ」（搬出情報）
「ＢＯＮＤ」（蔵置情報）

輸出貨物情報照会（IGS）

利用可能者：
• 税関、航空貨物代理店、保税蔵置場
通関業、混載業、航空会社、輸出入者
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 IGS業務 概要情報（共通部上段）の照会出力項目

輸出貨物情報照会（IGS） ≪SMRY 概要情報①≫

 AWB番号等単位で概要情報の照会をする事ができます。

ＡＷＢ：ＡＷＢ
ＨＡＷＢ：ＨＡＷＢ
ＭＡＷＢ：ＭＡＷＢ
ＮＯＮＬ：未ラベル貨物

ＭＡＮ：手作業移行
ＳＴＰ：差止貨物
ＥＮＤ：全量搭載（搬出）完了済
ＣＬＲ：全量許可済
ＳＳＰ：訂正承認保留表示
ＣＨＧ：海上貨物から切替中

N :一般輸出貨物
R :積戻し貨物
K :仮陸揚貨物
C :社用品貨物
T :システム外許可済貨物

Ｊ：ジョイント混載

Ｉ：輸入からの移送貨物
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 IGS業務 概要情報（共通部下段）の照会出力項目

輸出貨物情報照会（IGS） ≪SMRY 概要情報②≫

貨物識別がＨＡＷＢまたは
ＭＡＷＢの場合に出力
Ｔ：全量搭載完了済
Ｐ：一部搭載完了済

便名部６桁＋日付部５桁
(例：ABC001/01OCT)

照会貨物にかかる処理状況が時系列で表示
・最新更新業務 ： 業務コードを表示
・最新更新利用者 ： 利用者コードを表示
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輸出貨物情報照会（IGS） ≪SMRY 概要情報③≫

 IGS業務 概要情報（繰返部）の照会出力項目

＊：税関確認済
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輸出貨物情報照会（IGS） ≪ENTS 搬入伝票情報≫

 AWB番号等単位で搬入伝票情報の照会をする事ができます。

①ＣＤＢ等を分割で行った場合
は、枝番出力

②搬入予定個数と総個数が
同一の場合は、「００」を出力

Ｎ：一般輸出貨物
Ｒ：積戻し貨物
Ｔ：システム外許可済（一般）貨物
Ｏ：システム外許可済（積戻し）貨物
Ｋ：仮陸揚貨物

Ａ：一括搬入確認登録済
Ｐ：個別搬入確認登録済
Ｘ：一括搬入確認取消済

保税蔵置場への搬入時、申告
する旨が登録されている場合
は、「＊」を出力
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輸出貨物情報照会（IGS） ≪BNDI 搬入情報≫

Ｅ：搬入伝票番号
Ｌ：ＬＤＲ番号
Ｈ：引渡し貨物一覧表番号

Ｎ：一般輸出貨物
Ｒ：積戻し貨物
Ｔ：システム外許可済（一般）貨物
Ｏ：システム外許可済（積戻し）貨物
Ｋ：仮陸揚貨物

Ｉ：システム内からの搬入
Ｏ：システム外からの搬入

Ａ：一括搬入確認登録済
Ｐ：個別搬入確認登録済

０：申告前または許可済
１：申告中
２：許可後訂正要表示

０：バラ貨物
１：ＵＬＤ積付貨物

Ｓ：システム通関
Ｍ：マニュアル通関

システムによる分割不可で、マニュアル
分割を行い、その分、すべて許可された
旨（一括許可表示）が登録されている場
合は、「＊」を出力

＊：税関による確認が
行われている場合

 AWB番号等単位で選択した保税蔵置場の搬入情報の照会をする事
ができます。
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 AWB番号等単位で選択した保税蔵置場の搬出情報の照会をする事
ができます。

輸出貨物情報照会（IGS） ≪BNDO 搬出情報≫

Ｉ：システム内からの搬入
Ｏ：システム外からの搬入

N：一般輸出貨物
R：積戻し貨物
K：仮陸揚貨物
C：社用品貨物
T：システム外許可済貨物Ｉ：輸入からの移送貨物

Ａ：一括搬入確認登録済
Ｐ：個別搬入確認登録済
Ｘ：一括搬入確認取消

スペース：通常搬出
Ｊ：自社運送
Ｔ：保税運送（仮陸揚貨物）
Ｆ：不積返送
Ｒ：保税運送（積戻し貨物）
２：トランスファー（他航空会社への移動）
Ｄ：内貨引取
Ｈ：携帯貨物
Ｍ：滅却
Ｂ：亡失
Ｏ：その他
Ａ：未通関貨物搬出
（輸出申告可能航空会社蔵置場向け）

Ｅ：保税運送（仮陸揚貨物）
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輸出貨物情報照会（IGS） ≪BOND 蔵置情報≫

蔵置されているすべての貨物が積付
けられていない場合は「＊」を出力

訂正承認保留の旨が登録されている
場合は、「＊」を出力

 AWB番号等単位で選択した保税蔵置場の蔵置情報の照会をする事が
できます。
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システムに登録された当該保税蔵置場から
の貨物搬出（搭載）時刻を出力
（分割搬出（搭載）の場合は、最新の時刻を
出力）

当該蔵置場からの貨物搬出場合は、ＬＤＲ番号を出
力（分割搬出の場合は、最新のＬＤＲ番号を出力）

 AWB番号等単位で保税蔵置場毎の搬出入情報を照会する事ができます。

輸出貨物情報照会（IGS） ≪ALBN 保税蔵置場情報≫
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手続種別が以下の場合に事故貨物を出力
ＺＩＫ：事故承認
ＡＨＮ：貨物取扱届（内点）
ＡＨＧ：貨物取扱届（仕分け・仕合せの後）
ＡＨＺ：貨物取扱届（仕分け・仕合せの前）

（１）１～３桁目は手続種別コード【下図参照】
（２）４桁目には以下を出力

Ｂ：ＯＢＣ貨物
Ｓ：ＳＰ貨物（スモールパッケージ）
スペース：その他

＊：搭載確認済
（システム外積地のときは搬出

許可後の訂正処理に入っている場合に出力
１：訂正事項登録がされている
２：訂正届がされて承認前である
３：訂正届承認済である
４：輸出取止め再輸入申告事項登録がされている
５：輸出取止め再輸入申告がされて許可前である
６：輸出取止め再輸入申告許可済である

 AWB番号等単位で税関手続情報を照会する事ができます。

輸出貨物情報照会（IGS） ≪CUST 税関手続情報≫

＊：輸出（積戻し）許可までに当該
申告貨物が検査指定有
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Ｓ：当該空港でｽﾌﾟﾘｯﾄ貨物の場合 該当空港においてスプリット貨物の
場合は、搭載便数を出力

＊：当該空港で便割当が全量で
行 われた場合

＊：当該空港で搭載完了の場合

 AWB番号等単位で各空港情報を照会する事ができます。

輸出貨物情報照会（IGS） ≪PORT 空港情報≫
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 AWB番号等単位で指定した空港の搭載情報を照会する事ができます。

輸出貨物情報照会（IGS） ≪FLTI 搭載情報≫

バラ貨物がある場合は、「＊」を出力

貨物識別がＭＡＷＢで、かつそのＭＡＷＢに
要搭確のＨＡＷＢが関連付けられている場合
は、「＊」を出力

以下をすべて満たす場合に「＊」を出力
（１）当該貨物がＭＡＷＢである
（２）ＭＡＷＢに要搭確のＨＡＷＢが関連付けられている
（３）要搭確のＨＡＷＢが、すべて搭載完了となっている
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未搭載の場合、「＊」を出力

CLA業務等搭載完了登録が
行われている場合「＊」を出力

輸出貨物情報照会（IGS） ≪BLDU ULD積付情報≫

 AWB番号等単位で積付したULD情報を照会する事ができます。
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輸出貨物情報照会（IGS） ≪EDNO システム外許可・承認番号情報） ≫

 AWB番号等単位でシステム外許可・承認番号情報を照会する事が
できます。

（許可・承認番号欄へ入力できなかった）
超過件数の入力があった場合出力
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輸出貨物情報照会（IGS） ≪KARI 仮陸揚情報≫

 AWB番号等単位で仮陸揚情報を照会する事ができます。

＊：①一般仮陸の場合
②突合後、輸出システムへファイルが移送済の場合

＊：①混載仮陸の場合
②貨物取扱(ﾗﾍﾞﾙﾁｪﾝｼﾞ）が行われている場合
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直近

過去

過去100件まで照会可能となっ
ております。

輸出貨物情報照会（IGS） ≪HIST 履歴情報≫

 AWB番号等単位で履歴情報を照会をする事ができます。



照会業務（輸出関連）について

 IEX業務 輸出申告等照会
 輸出申告等に係る情報を照会できます。

 IES業務 輸出申告等一覧照会
 輸出申告等に係る手続状況等を
一覧で照会できます
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輸出申告等照会（IEX）

 輸出申告等に係る情報を、照会することができます。

22

照会したい申告等番号を入力します

照会結果は次頁を参照
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輸出申告等照会（IEX） 照会結果 ①

 IEX 輸出申告等照会 結果（共通部上段）※特定輸出では出力項目が異なります。

（１）１、２桁目に審査区分を出力。３桁目に検査区分を出力
（２）輸出等許可前の場合は、輸出申告情報に登録されてい

る審査区分識別を出力
（３）輸出等許可内容変更申請がされている場合は、輸出等

許可内容変更申請の審査区分識別を出力
（４）ＣＫＯ業務により審査区分識別が変更されている場合は、

変更後の審査区分識別を出力
（５）搬入前申告の審査終了がされた場合は、1桁目に「H」を

出力
（６）通関関係書類の原紙提出が必要な場合は、４桁目に「Ｔ」

「Ｇ」「Ｍ」のいずれかを出力
（７）審査区分が「△１」の場合で、通関関係書類の提出が必

要な場合は、４桁目に「Ｙ」を出力

（１）搬入時申告の場合は、「I」を出力
（２）開庁時申告の場合は、「K」を出力
（３）搬入前申告の場合は、「X」を出力
（４）開庁時搬入前申告の場合は、「Y」を出力
（５）申告変更された場合は、申告時の申告条件を

出力

搬入後処理が行われた場合は、「＊」を出力
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輸出申告等照会（IEX） 照会結果 ②

 IEX 輸出申告等照会結果（共通部下段）※特定輸出では出力項目が異なります。

以下の場合は必ず「Ｙ」を出力
①積戻し申告
②用途外使用の用途に該当しない用途
③関税の減免戻税または内国消費税の免税
還付

④展示等積戻し申告

以下の船積確認要件である場合は、その適用区分を
出力
Ａ： 積戻し申告の場合
Ｆ： 関税定率法第２０条該当の場合
Ｅ： 関税定率法第１９条の３該当の場合
Ｈ： 関税定率法第１９条の２該当の場合
Ｄ： 関税定率法第１９条該当の場合
Ｂ： 関税定率法第１１条該当の場合
Ｃ： 関税定率法第１７条該当の場合
Ｇ： 上記以外の関税関係法規に該当する場合

なお、競合した場合は、上記の優先順位に１つ
のみ出力



輸出申告等一覧照会（IES）

 輸出申告等に係る手続状況等を、一覧で照会することができます。

25

照会したい種別コードを入力します
Ａ ： 事項登録一覧
Ｂ ： 申告一覧
Ｃ ： 搬入時申告一覧
Ｄ ： 開庁時申告一覧
Ｅ ： 申告済未許可一覧
Ｉ ： 未許可申告一覧(搬入後処理未済)
Ｊ ： 未許可申告一覧（搬入後）
Ｋ： 通関士審査対象一覧

（１）照会種別コードが「Ａ」、「Ｅ」、「Ｉ」、「Ｊ」の場合はスペースを
出力
（２）照会種別コードが「Ｂ」、「Ｃ」、「Ｄ」、「Ｋ」の場合
０：搬入前申告済で搬入前
１：輸出申告等済で搬入後・輸出等許可前
２：輸出申告等変更事項登録済で輸出申告等変更前
３：輸出申告等変更済で輸出等許可前
４：輸出等許可済
５：輸出等許可内容変更申請事項登録済で輸出等許可内容変
更申請前
６：輸出等許可内容変更申請済で輸出等許可内容変更申請承
認前
７：輸出等許可内容変更申請承認済
８：輸出取止め再輸入申告事項登録済で申告前
９：輸出取止め再輸入申告済で再輸入許可前スペース：輸出申
告等前（開庁時、搬入時自動起動の登録を含む）

（１）輸出申告情報に登録されている輸
出申告等の審査区分を出力

（２）搬入前申告に係る審査終了がさ
れた場合は、１桁目に「Ｈ」を出力

（３）輸出等許可内容変更申請が行わ
れている場合は、輸出等許可内
容変更申請の審査区分を出力

（４）通関関係書類の原紙提出が必要
な場合は、４桁目に「Ｔ」「Ｍ」「Ｇ」
のいずれかを出力

（５）審査区分が「△１」の場合で、通関
関係書類の提出が必要な場合は、
４桁目に「Ｙ」を出力

IES(輸出申告等一覧照会) 輸出申告等一覧照会情報

利用可能者：
• 税関、代理店、通関業



照会業務（輸出関連）について

 IEU業務 別送品輸出申告照会
 別送品輸出申告に係る情報を照会します。

 IUE（ＡIR）業務 別送品輸出申告等一覧照会
 別送品輸出申告に係る手続状況等を一覧で照会できます。

 輸出自動車情報照会（IMO）
 輸出自動車に係る情報を照会する。
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別送品輸出申告等照会（IEU）

 別送品輸出申告番号単位に別送品輸出申告に係る情報を照会します
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（１）１、２桁目に審査区分を出力。３桁目に検査区分を出力
（２）別送品輸出許可前の場合は、別送品輸出申告情報に

登録されている審査区分識別を出力
（３）別送品輸出許可内容変更申請がされている場合は、別

送品輸出許可内容変更申請の審査区分識別を出力
（４）ＣＫＯ業務により審査区分識別が変更されている場合

は、変更後の審査区分識別を出力
（５）輸出申告搬入後処理前の場合で、審査終了がされた場

合は、１桁目に「Ｈ」を出力

（１）搬入時申告の場合は、「Ｉ」を出力
（２）開庁時申告の場合は、「Ｋ」を出力
（３）搬入前申告の場合は、「Ｘ」を出力
（４）開庁時搬入前申告の場合は、「Ｙ」を出

力
（５）申告変更された場合は、申告時の申告

条件を出力



別送品輸出申告一覧照会（IUE）

 輸出申告等に係る手続状況等を一覧で照会できます。
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（１）照会種別コードが「Ａ」、「Ｃ」、「Ｄ」、「Ｅ」の場合はスペースを出力（「Ａ」の場合は、
開庁時、搬入時自動起動の登録を含む）

（２）照会種別コードが「Ｂ」、「Ｋ」の場合
０：搬入前申告済で搬入前
１：別送品輸出申告済で搬入後・別送品輸出許可前
２：別送品輸出申告変更事項登録済で別送品輸出申告変更前
３：別送品輸出申告変更済で別送品輸出許可前
４：別送品輸出許可済
５：別送品輸出許可内容変更申請事項登録済で別送品輸出許可内容変更申請前
６：別送品輸出許可内容変更申請済で別送品輸出許可内容変更申請承認前
７：別送品輸出許可内容変更申請承認済

（１）別送品輸出申告情報に登録されている別送品輸
出申告の審査区分を出力

（２）別送品輸出許可内容変更が行われている場合は、
別送品輸出許可内容変更の審査区分を出力

（３）搬入前申告に係る審査終了がされた場合は、１
桁目に「Ｈ」を出力

照会したい種別コードを入力します
Ａ：事項登録一覧
Ｂ：申告一覧
Ｃ：申告済未許可一覧
Ｄ：未許可申告一覧（搬入後処理未済）
Ｅ：未許可申告一覧（搬入後）
Ｋ：通関士審査対象一覧

利用可能者：
• 税関、代理店、通関業



輸出自動車情報照会（IMO）

 輸出自動車情報登録番号単位に輸出自動車情報を照会できます。
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IMO(輸出自動車情報照会) 輸出自動車情報照会情報

輸出自動車情報登録番号単位に輸出自
動車情報を照会する。

利用可能者：
• 税関、通関業



照会業務（輸出関連）について

 IFT業務 輸出便情報照会
 当該便に割り当てられているＵＬＤ情報、輸出貨物情報及び搭載、未
搭載の状況等を照会する。

 FSI業務 フライトスケジュール照会
 航空会社がフライトスケジュール情報の照会を行う。
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輸出便情報照会（IFT）

 当該便に割り当てられているＵＬＤ情報、輸出貨物情報及び搭載、未搭載
の状況等を照会する事が出来ます。
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IFT(輸出便情報照会) 輸出便情報照会情報 -「M」（MAWB情報照会）の場合

処理識別欄にコードを入力し、照会対象を選択可能
スペース：入力された搭載便に割り当てられているすべての輸出

貨物情報を照会
M：入力された搭載便に割り当てられているＭＡＷＢ情報を照会
R： 入力された搭載便に割り当てられている貨物の中でＦＬＩ業務

で新規作成され、搬入確認が行われていない輸出貨物情報
を照会

U： 入力された搭載便に割り当てられているＵＬＤ情報及びＵＬＤ
に積み付けられている輸出貨物情報を照会

照会対象の便名を入力
• (左欄)便名部には航空会社コード＋フライト・
ナンバー部を入力

• (右欄)搭載便名の日付部を以下の形式で入
力「DDMMM」

※入力者と違う地域の便情報を照会する場合に
は下段の空港コードも入力

備考欄
貨物の状況を表示。
※詳細は次項を参照

マスタースプリット数
登録されているマスタースプリット数を
出力
※マスタースプリット数とは、要搭載確認
の旨が登録されているＨＡＷＢが含まれて
いるＭＡＷＢのうちＣＬＨ業務が行われてい

ないＭＡＷＢの件数

臨時便識別：
臨時便の旨が登録されて
いる場合、「Ｄ」を出力

マニフェストページ番号

搭載完了識別：
入力された搭載便に割り
当てられている貨物がす
べて搭載完了済みの場合、
「＊」を出力

利用可能者：
•税関、 航空会社

輸出便DBに登録のある経由地の空港コード
（FSAでの登録内容）を表示



輸出便情報照会（IFT） -備考欄-
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輸出便情報照会情報 -「M」（MAWB情報照会）の場合

① 保税蔵置場識別
貨物の蔵置状況を出力

Ａ： 入力者の保税蔵置場に全量蔵置中
Ｂ： 入力者以外の保税蔵置場に全量蔵置中
Ｍ： 移動中貨物ありシステム内保税蔵置場間で運送中の貨物が存在する
Ｎ： 全量未搬入システム内保税蔵置場に貨物が搬入されていない
△： その他 【※△： はスペース（空白）】

② 通関識別
貨物の通関状況を出力

Ｅ： 全量通関済
△： 全量通関済でない（一部未通関又は全量未通関）

③ 移動禁止識別
貨物が移動禁止である旨を出力

Ｉ： 貨物の一部又は全量が、税関による差止めの旨が登録済
△： その他

④ 仮陸識別
仮陸揚貨物である旨を出力

Ｋ： 突合済仮陸揚貨物Ｔ：突合済でない仮陸揚貨物
△： その他

⑤ 分割蔵置識別
貨物が複数保税蔵置場に分割して蔵置されている旨を出力

Ｐ： 複数保税蔵置場に蔵置中
△： その他

⑥ 混載識別
混載貨物である旨を出力

Ｃ： 混載貨物（未仕立・仕立未終了）Ｈ：混載貨物（仕立終了済）
△： その他

⑦ 社用品識別
社用品貨物である旨を出力

Ｖ： 社用品貨物（無償貨物）
△： 上記以外（有償貨物）

⑧ 要搭載確認識別
要搭載確認の貨物である旨を出力

Ｙ： 要搭載確認の貨物
△： 上記以外

⑨ マニフェスト作成済み識別
マニフェストが作成済みの貨物である旨を出力

Ｍ： マニフェスト作成済み貨物
△： 上記以外

⑩
ＡＷＢ（ＭＡＷＢ）情報登録識別
ＡＷＢ情報登録済みの貨物である旨を出力

Ａ： ＡＢＳ業務によりＡＷＢ情報登録済み貨物
△： 上記以外

備考欄： 貨物の状況を以下の形式で出力
Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩



フライトスケジュール照会（FSI）

 航空会社がフライトスケジュール情報の照会を行う。

 定期便情報の登録⇒基本フライト情報

 定期便の変更、欠航、臨時便⇒日別フライト情報
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FSI(フライトスケジュール照会) フライトスケジュール照会情報

照会種別の入力は以下のい
ずれかとする
① 利用者単位

「ＡＬＬ」
② 日付単位

「ＤＤＭＭＭ」
③ 便名単位

「ＸＸ９９９９」
「ＸＸ９９９Ｘ」

④ 便名＋日付単位
「ＸＸ９９９９／ＤＤＭＭＭ」
「ＸＸ９９９Ｘ／ＤＤＭＭＭ」

利用可能者：
•航空会社

取卸地マニフェスト仕様
（１）基本または日別フライト情報に登録されている便単位マニフェスト仕様を出力
（２）欠航便の場合は、スペースを出力
Ｔ： ＴＡＣＭで「キログラム、整数値（小数点第１位四捨五入）」を指定する場合
Ａ： ＴＡＣＭで「ポンド、整数値（小数点第１位四捨五入）」を指定する場合
Ｂ： ＴＡＣＭで「キログラム、重量の小数点第２位を四捨五入し、第１位までを出力」を指定する場合
Ｃ： ＴＡＣＭで「ポンド､重量の小数点第２位を四捨五入し､第１位までを出力」を指定する場合
スペース：ＴＡＣＭ以外のマニフェストで「キログラム、整数値（小数点第１位四捨五入）」を指定する場合
１： ＴＡＣＭ以外のマニフェストで「ポンド、整数値（小数点第１位四捨五入）」を指定する場合
２： ＴＡＣＭ以外のマニフェストで「キログラム、重量の小数点第２位を四捨五入し、第１位までを出力」を指定する場合
３： ＴＡＣＭ以外のマニフェストで「ポンド､重量の小数点第２位を四捨五入し､第１位までを出力」を指定する場合
Ｙ： ＴＡＣＭで社用品のみのマニフェストを作成する場合（有償貨物取卸不可の場合）
＊： ＴＡＣＭ以外で社用品のみのマニフェストを作成する場合（有償貨物取卸不可の場合）

便単位マニフェスト仕様
（１）基本または日別フライト情報に登録されている便単位マニフェスト仕様を出力
（２）欠航便の場合は、スペースを出力
スペース： マニフェスト作成不要 Ａ： 取卸地単位マニフェスト
Ｕ： ＵＬＤ単位マニフェスト Ｇ： ＧＥＮＥＲＡＬマニフェスト
（注）「Ａ、Ｕ、Ｇ」のいずれかの指定を行った場合のみ、マニフェスト作成可とする。

= 照会結果の例 =
航空会社「Z8」 0001便
成田空港発
ロサンゼルス空港行

デイリー運航



照会業務（輸出関連）について

 IUS業務 ULD積付状況照会
 ＵＬＤに積み付けられた貨物の状況を照会する。

 IWH業務 保税蔵置場在庫状況照会（輸出）
 保税蔵置場に蔵置されている輸出貨物情報について、混載業単位、
航空会社単位等（照会パターンは９通り）に照会する。

 IMA業務 混載貨物仕立状況照会
 「混載仕立情報登録（ＨＤＦ０１）」業務で登録したＭＡＷＢ番号を入力
することによりＭＡＷＢ及びＨＡＷＢの情報を照会する。
本業務は入力者により、照会する条件及び照会する項目が異なる。

 IIC業務 混載貨物状況照会
 混載業が取り扱うことができる混載貨物の中から、混載仕立済で輸出
申告が許可済となっていない貨物について照会を行う。
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ＩＵＳ（ＵＬＤ積付状況照会）入力画面

ＩＵＳ（ＵＬＤ積付状況照会）照会結果画面

 ＵＬＤに積み付けられた貨物の状況を照会する事が出来ます。

ULD積付状況照会（IUS）

利用可能者：
•税関、航空貨物代理店、保税蔵置場
通関業、混載業、航空会社

積付貨物の貨物識別を記号
で出力
Ａ：ＡＷＢ
Ｈ：ＨＡＷＢ
Ｍ：ＭＡＷＢ

ULD情報に運送中の旨が
登録されている場合は、
「＊」を出力

ＵＬＤ情報ＤＢに搭載完了
の旨が登録されている場合
は、
「＊」を出力

積付貨物に輸出許可の旨が登録
されている場合は、「＊」を出力
※貨物識別が「Ｍ」（ＭＡＷＢ番号）
の場合は、出力しない
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貨物識別単位に照会する場合は、貨物識別を入力
Ａ： ＡＷＢ
Ｈ： ＨＡＷＢ
Ｍ： ＭＡＷＢ
Ｌ： 未ラベル貨物

照会パターン番号を
「０１」～「０９」の数字で入力

（１）入力者が税関以外の場合は、入力者が
管理する保税蔵置場を入力

（２）システム不参加展示場は入力不可

照会パターン番号別に入力する項目が違います。

入力項目表は次頁

入
力
利
用
者
コ
ー
ド

照会パターン（○が照会可能）

01 02 03 04 05 06 07 08 09

保 税
蔵置場

○ ○ ○ ○ ○ ○

受託社 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

受託社
以 外

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

税 関 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

照会パターン
番 号

01 02 03 04 05 06 07 08 09

照会可能な
貨 物 識 別

Ｍ

・
Ａ

・
Ｈ

・
Ｌ

Ａ

・
Ｈ

・
Ｌ

Ｍ

・
Ｈ

Ｍ

・
Ａ

Ｍ

・
Ａ

Ｍ

・
Ａ

Ｍ

・
Ａ

Ｍ Ｍ

・
Ａ

・
Ｈ

・
Ｌ

利用者コードによって、照会できる
パターンが違います。

保税蔵置場在庫状況照会≪輸出≫（IWH）

 保税蔵置場に蔵置されている輸出貨物情報について、混載業単位、航空
会社単位等(照会パターン9種類)に照会することが出来ます。

利用可能者：
•税関、保税蔵置場、航空会社

貨物識別の指定を省略した場合には、下表の赤字の
貨物識別の輸出貨物情報が一括して出力されます。
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照会パターン

入
力
項
目

01 02 03 04 05 06 07 08
（*）
09

保税蔵置場 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

棟記号 △ △ △ △ △ △

航空貨物代理店 ○

混載業 △

混載業利用者略称 ○

航空会社 ○ △ ○ △

受託航空会社 ○

積込港 ○ ○ △ ○ △

搭載便名 ○

仕向地域(1) ○

仕向地域(2) △

仕向地域(3) △

仕向地域(4) △

貨物識別 △ △ △ △ △ △ △ △

要強制搭載完了入力表示 ○

全量輸出許可済表示 △

AWB下1桁 △ △ △ △ △ △

（*）照会パターン番号「09」については、一回の入力で該当する貨物の情報をすべて出力
する照会パターンとなります。

照会パターン番号別入力項目表 （○…必須項目 △…任意入力）

「09」の場合、1回の処理で照会
対象となる輸出貨物情報を全件
出力することから、入力可能時間
（※）に制限を設けております。

※現在は22：00～8：00が照会
可能時間となっております。（照
会可能時間は変更となる場合も
ございます）

保税蔵置場在庫状況照会≪輸出≫（IWH）



保税蔵置場在庫状況照会≪輸出≫（IWH） 照会結果
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ＩＷＨ(保税蔵置場在庫状況照会(輸出))照会画面
＊：按分重量指定
Ｂ：搬入重量指定

Ｉ：要強制搭載完了

Ｐ：全量輸出許可済

Ｎ：一般輸出貨物
Ｒ：積戻し貨物
Ｔ：システム外許可済
（一般）貨物
Ｏ：システム外許可済
（積戻し）貨物
Ｋ：仮陸揚貨物

＊：全量許可済
Ａ：全量許可済でＡＷＢ受渡書作成済
Ｐ：申告中
スペース：その他

（１）当該蔵置場へ搬入された年月日を出力
（２）分割搬入の場合は、初期搬入日を出力
（３）入力者が航空会社の場合で輸入からの仮陸
揚貨物については１便目の到着年月日を出力
（４）１便目の分が搭載完了した後に２便目が到着
した場合は、２便目の到着年月日を出力
（５）照会パターン番号が「０９」の場合は、スペース
を出力

搬入時刻が特定できる場合は、品名を先頭６
桁のみ出力し、７～９桁に「＊Ａ＊」（午前）、
「＊Ｐ＊」（午後）を出力する。それ以外の場合
は、９桁を越えるものは先頭９桁を出力



混載貨物仕立状況照会（ＩＭＡ）
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（１）入力者が税関、航空会社の場合にスペースまたは混載業を入力
（２）入力者が保税蔵置場、航空貨物代理店の場合に混載業を必須入力
（３）入力者が混載業の場合は、スペースまたは照会可能な旨がシステム

に登録されている混載業を入力

照会結果は次頁を参照

（１）「蔵置外貨物照会」を行う場合に入力する
（２）入力者が保税蔵置場の場合は、「Ｂ」の入力可
（３）システムに搬出入確認資格が登録されていない場合

は、「Ｊ」、「Ｌ」、「Ｕ」、「Ｔ」は入力不可
（４）入力者が保税蔵置場または航空会社の場合は、

「Ｊ」、「Ｌ」、「Ｕ」、「Ｔ」の入力可

Ａ： 蔵置中及び蔵置外貨物の照会
Ｂ： 搬出済貨物のみの照会
Ｃ： 全量輸出許可済貨物の照会
Ｄ： 未許可貨物（全量許可済でない貨物）の照会
Ｊ： 自社に蔵置中の貨物の照会
Ｌ： 自社に向け運送中の貨物の照会
Ｕ： ＵＬＤに積付け済で自社に蔵置中の貨物の照会
Ｔ： 他社に蔵置している貨物の照会

 「混載仕立情報登録（ＨＤＦ０１）」業務で登録したＭＡＷＢ番号を入力
することによりＭＡＷＢ及びＨＡＷＢの情報を照会することが出来ます。
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ＩＭＡ（混載貨物仕立状況照会）結果画面

＊：分散蔵置 Ｕ：運送中

Ｎ：一般輸出貨物
Ｒ：積戻し貨物
Ｔ：システム外許可済（一般）貨物
Ｏ：システム外許可済（積戻し）貨物
Ｋ：仮陸揚貨物

（１）輸出申告の状況
０：未申告（仮陸揚を含む）
１：申告済（他官許可済を含む）
２：予備申告済本申告未済
３：本申告済

なお、上記の出力状況が混在した場合は以下
の優先順位に基づいて申告状況を出力する。
優先順位 （高） ０－２－１－３ （低）
（２）許可の状況
０：未許可貨物が存在する
１：全量許可済

（３）搬入の状況
０：未搬入貨物が存在する
１：全量搬入済

（１）輸出申告許可済
コード：空港コード
Ｗ△△：複数の空港からの積込み
Ｚ△△：システム外空港での積込み
（２）輸出申告未許可

スペース

混載貨物仕立状況照会（ＩＭＡ） 照会結果



混載貨物状況照会（IIC）

 混載業が取り扱うことができる混載貨物の中から、混載仕立済で

輸出申告が許可済となっていない貨物について照会を行う。
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IIC(混載貨物状況照会) 混載貨物状況照会情報

利用可能者：
• 混載業

照会種別を入力
Ｒ：未許可混載貨物照

貨物種別
Ｎ：一般輸出貨物
Ｒ：積戻し貨物
Ｔ：システム外許可済（一般）貨物
Ｏ：システム外許可済（積戻し）貨物
Ｋ：仮陸揚貨物

蔵置表示
ＨＡＷＢが複数の保税蔵置
場に分散蔵置されている
場合に「＊」を出力

貨物状況
貨物の輸出申告の状況、許可の状況及び搬入の状況を記号で出力（①②）
①輸出申告の状況
０：未申告（仮陸揚を含む）
１：貨物搬入後の申告または許可済（他官許可済を含む）
２：貨物搬入前の申告（搬入後処理未済）
３：貨物搬入前の申告（搬入後処理済）
なお、上記の出力状況が混在した場合は以下の優先順位に基づいて申告状況を
出力する。
優先順位 （高） ０－２－１－３ （低）

②搬入の状況
０：未搬入貨物が存在する １：全量搬入済


